
  

 

様式第３号（第１３条関係） 

 

会議録 

会議の名称 令和７年度 朝霞市立朝霞第六小学校第１回学校運営協議会 

開催日時 
令和７年 ５月７日(水)  午前    ９時００分から 

                午前 １０時３０分まで 

開催場所 朝霞市立朝霞第六小学校 校長室 

出席者及び欠席者 

の職・氏名 

学校運営委員８名、事務局３名（教頭２名、主幹教諭） 

〈委員〉 

・渡邉聡委員長・渡邊由恵副委員長・前田敏委員 

・尾池富美子委員・吉山隼人委員・金子夕介委員 

・相澤めぐみ委員・小島孝之（校長） 

〈事務局〉 

・池崎敏博 髙木 智（教頭） 

・篠﨑宏美（主幹教諭） 

議題 

１ 開会のことば 

２ 学校長 挨拶 

３ 任命書交付 

４ 委員自己紹介 

５ 委員長・副委員長の承認 

６ 学校運営協議会長 挨拶 

７ 協議 

（１）令和７年度学校経営方針 等 

  （２）その他 

８ 閉会の言葉 

会議資料 

・会議次第 

・学校だより 

・学校経営方針等 

会議録の作成方針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 レ要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後 か月 

会議録の確認方法 委員長よる確認 

傍聴者の数 １人 

その他の必要事項  



  

 

  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

１ 開会の言葉 

２ 学校長挨拶 

運営協議会のみなさんが外部の方ということではなく、一緒により良い学校になる 

ようご協力お願いします。 

３ 任命書交付  

４ 委員自己紹介 

  吉山様（前 PTA 会長） 

  尾池様（メイあさか） 

  渡邊様（学校応援団コーディネーター） 

  渡邊様（前前 PTA 会長） 

前田様（地元企業者） 

金子様（ＰＴＡ会長） 

相澤様（主任児童委員） 

５ 委員長・副委員長の承認 

  会長…渡邊 聡 様 副会長…渡邉 由恵 様 

６ 会長挨拶 

７ 協議 

（校長） 

令和７年度学校運営方針について 

居場所のある学校にこだわりたい 

昨年度、３０人以上が年間３０日以上の欠席 

学びが止まらないように、人とのつながりをもっていられるようにと考えている。 

学校に来てもらいたい。 

ＣＯＣＯＲＯプランについて（ＳＳＲの開室） 

職員にも腹痛・気分不快・頭痛欠席に対して連絡を取るようにし、不登校児童への取り組

みを全力で行っていきたい。 

１１月１９日 研究本発表の節目の年…今後持続可能な取り組みにしていきたい。 

                 教科書のない総合にやりがいを持って取り組ん 

でいきたい。 

地域や保護者に来校してもらう機会を増やしていきたい 

対面での教育活動の価値を大切にしていきたい 

tetoru を用いて、学校からの情報を発信していくことに取り組んでいきたい 

（渡邊） 

５月２４日の学校公開が一中の運動会と重なっていることが残念 

→来年度以降、日程を中学校とも確認していく。 

（前田） 

完全な不登校の児童の人数は？ 

→１５０日以上欠席の児童は数名いる。 

教室へ行けない子、現状は４人教室へ行けない児童の原因は？ 

→集団の中に行く事が不安だとか、転入後の人間関係の難しさだったりする。 

（相澤） 

一中でも不登校は多く存在する。中学では、保護者の問題である場合が多くみられるが、

保護者の方との連携はどうか。 

→学校だけでは対応できないところは、こども未来課、朝霞児相との連携をしている 



  

 

そうだん室、ＳＳＲ等 配置される人員の確保難しい。ＳＣの需要も大きい（保護者の悩

みもサポートが必要） 

（尾池） 

教室にいればよいということでもない。教室にただいるだけでは辛いのでは わからな

い授業を聞いている辛さたまにいる児童のフォロー、お医者様やカウンセラーの方との

連携はどうなっているか。 

→ケースバイケース。その子がどこにいたいのかを最優先に個別対応していくしかない。 

オンラインも使っていく。本人と保護者と連絡をしていくしかない。 

（渡邊）  

子供によって原因がそれぞれ違うことがよく分かった。中学、高校と進むにつれてもっ

と外に出ることが難しくなるので、早いうちに対応をしてもらいたい。 

学校に来校する機会が増えるのは保護者としてもうれしい。音楽朝会も可能なら見たい。 

（校長） 

運動会１日開催について、保護者２名という枠も撤廃できないか。 

（渡邊） 

児童数が増えているので、保護者の場所取りなど、もめ事が多くならないか。３０００人

以上が校庭にいることになる。その混雑が心配。キャパシティが大きな問題だと思う。    

お弁当は保護者にとって負担ではある。大人数の人の流れは、事故もあるので心配では

ある。やってみてどうだったかのアンケートは必要である。職員の負担はどうなのか。待

機場所として市民会館の駐車場を借りるのもよいのではないか。 

（吉山） 

貸出用の上履きについて 

学校からの費用の捻出が難しければ、ＰＴＡから費用は捻出できる。体育館体育は見学。

水がこぼれている場所では滑りやすいが、児童は履きなれているかも。 

（尾池） 

マレーシアとの児童画の交流について 

児童からの感想をこの何年間は遠慮してきたが、国際理解教育、図工として活用してい

るかを１年に１・２回でもよいので、お願いしたいと考えている。マレーシアの教育長へ

も報告したいと考えている。 

（前田） 

マルエツの書初だけでなく、児童の絵を展示してもらえるよう店長に話しています。年

に何回か絵の展示をしていきたい。 

８ 閉会の言葉 

 


